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事 業 報 告 
 

Ⅰ．総 括 

本年度は、新型コロナウイルス感染症の流行により、下松市の方針等を

踏まえ、施設の利用制限や緩和を段階的に実施し、適切な感染防止対策に

努めた。 

まず、下松市内において感染者が確認されたことから、当初、4月 6日

から 19 日までの期間を定めて全施設の利用を中止したが、全国的な感染

拡大の影響から 2 度に渡り期間を延長し、最終的に 5 月 31 日まで全施設

の利用を中止した。6月 1日からは、利用者を県内在住者に限定し、会議

室系統の利用を再開した。6月 15日からは、県外の利用者制限を解除し、

全施設の利用を再開した。再開にあたっては、政府や各団体等が示す感染

防止対策ガイドラインを基に下松市教育委員会と協議し、定員の制限や利

用目的に応じて条件を定めた下松市文化会館独自のガイドラインを作成

し、利用者に周知した。ガイドラインは、全国的な感染状況に応じて改訂

を行った。また、利用者が安全安心に会館を利用できるよう、施設内各所

に手指用アルコール消毒液を配置し、感染予防に関する啓発ポスターを掲

示する他、利用後は職員が施設及び設備を消毒する等、感染防止対策を講

じた。さらに利用者においても感染予防対策に努めていただくよう協力を

求めた。 

文化事業については、多くのイベントが中止、延期を余儀なくされ、チ

ケットの払い戻し対応や情報の周知活動に追われた。しかしながら、この

ようなコロナ禍においても、文化芸術の灯を消すことがないよう、感染防

止対策に万全を期し、可能な範囲内での事業展開を模索し、実施した。 

これまで、地域の文化団体等が出演し、市民の皆様が気軽に文化芸術に

触れる機会として実施してきたハート・フロアーコンサートは、会場の特

性上、感染防止対策を講じることが困難であることから、大ホールへ会場

を移し、新たにソーシャルディスタンスコンサートとして実施した。 

この他、新型コロナウイルスの感染拡大防止への対応として、施設利用

取消しにおける利用料金の全額還付や、貸館行事の中止又は延期の相談の

他、実施する場合においての運営上の感染防止対策に関する相談対応、当

館 HP での周知及びチケットの払い戻し業務の受託等を利用者と情報を密

にとり、積極的に取り組んだ。 

また、公益法人として法令を遵守し、公正かつ適正な事業を行うため、

積極的な情報公開と公益目的事業を推進した。 
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Ⅱ．実施事業 

１．公益目的事業 

（１）主催公演等 

【事業内容】 

市民文化の向上と文化の薫り高いまちづくりを基本理念に、音楽、演 

劇、芸能等様々なジャンルのイベントを開催し、市民が文化にふれる機 

会を提供した。 

①文化芸術の鑑賞の機会を提供するコンサート等の開催 

②ハート・フロアーでのミニコンサート等の開催 

③青少年育成のための文化活動 

④本物の楽器等芸術を体験する機会の提供 

⑤訪問コンサートの開催 

   ⑥ソーシャルディスタンスコンサートの開催 

【対象者】一般 

【周知方法】 

ホームページへの掲載、ポスターの掲示（設置先：下松市内公民館、 

県内文化施設等の約40箇所）、チラシの配布（配布先：下松市内公民館、 

県内文化施設等の約40箇所）、下松市広報への掲載、地域情報誌（地域 

情報新聞ほっぷ、サンデー周南等）への掲載、放送局各局（ケーブルテ 

レビ含む）のテレビ及びラジオスポット等 

（取組） 

① 文化芸術の鑑賞の機会を提供するコンサート等の開催 

市民文化の振興及び文化芸術の鑑賞の機会を提供するため、 

「Hello!Project2020～The Ballad～」、「第10回がんばろう日本フェ 

ア！チャリティーコンサート記念公演 Viva!!Classic♪～ヴァイオ 

リン弾きと仲間たちからの贈り物～特別公演」を実施した。また、国 

内で活躍している下松市出身の芸術家を広く市民に知っていただくた 

め、ピアニスト森永康夫さんによるピアノリサイタル「第4回ふるさと 

コンサート」を実施した。 

（本年度実績）実施公演数 3事業、参加者 950人 

       中止公演数 9事業 

       延期公演数 3事業 

②ハート・フロアーでのミニコンサート等の開催 

会場の特性上、新型コロナウイルス感染防止対策を講じることが困 

  難であるため、ハート・フロアーでのコンサートは実施せず、会場を 

大ホールに移し、ソーシャルディスタンスコンサートを企画した。 

市内の幼稚園・保育園の園児による七夕飾りやクリスマス飾りの展示 
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を実施した。文化芸術体験ワークショップは、新型コロナウイルス感 

染拡大防止の観点から中止した。 

（本年度実積）実施公演数 2事業、参加者 500人        

③青少年育成のための文化活動 

未来を担う子供たちの豊かな情操を育む等、青少年育成のためのイ 

ベント開催を予定していたが、新型コロナウイルス感染拡大防止の観 

点から中止又は次年度へ延期した。 

（本年度実績）中止公演数 4事業 

延期公演数 2事業 

④本物の楽器等芸術を体験する機会の提供 

舞台芸術をより身近に感じてもらうため、第28回スタインウェイを 

弾く会（事前の申込みにより誰でも自由に弾くことが可能）を開催し

た。舞台設備の準備から操作までの体験ができるバックステージツア

ーは、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止した。 

（本年度実績）参加者 スタインウェイを弾く会 160人 

 ⑤訪問コンサートの開催 

 ハート・フロアー出演団体を中心とした地域の文化団体による市内 

の幼稚園・保育園、福祉施設等へのアウトリーチ事業（訪問コンサー 

ト）を計画していたが、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から 

中止した。 

⑥ソーシャルディスタンスコンサートの開催 

   長引くコロナ禍においても市民の皆様に文化を感じていただける

よう、大ホールにおいて地域文化団体によるコンサートを開催した。

参加人数の制限や入場整理の強化等により、密集回避及び感染防止対

策を徹底し実施した。 

  （本年度実績）実施公演数 2事業、参加者 220人 

 

（２）文化団体等支援事業 

【事業内容】 

市民の文化活動の活発化と発展を図るため、下松市を拠点に活動する 

地域の文化団体等が実施する文化振興活動を支援した。 

【支援対象者】 

下松市を拠点に活動する下松市文化協会（任意団体）、下松市吹奏楽 

団、切山歌舞伎保存会、全国各地で巡回展覧会を実施する公益財団法人

美育文化協会 

【支援方法】 

文化団体が実施する演奏会や展覧会等の開催にあたり、大ホールや展 
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示ホール等の無償貸与（当財団が負担）、開催当日の準備等への協力、 

練習場の無償貸与（当財団が負担）等を行った。 

【参考】 

○下松市文化協会 

生涯学習社会の創造をめざし、市民の自主的な文化活動を育成・支 

  援することにより、地域文化の振興に寄与することを目的とする団体 

であり、10連盟54団体が加盟。 

○下松市吹奏楽団 

吹奏楽を通じて地域の文化活動に寄与することを目的として設立 

された団体で、市内唯一の市民誰もが入団できる吹奏楽団。市民吹奏 

楽団として広く市民に認知されており、「吹奏楽のまち下松」の牽引 

役ともいえる団体。 

○切山歌舞伎保存会 

山口県指定無形民俗文化財である「切山歌舞伎」の保存、継承活動 

  を続けている団体。青少年育成事業にも取り組んでおり、郷土の歴史 

を伝え、郷土愛を育む一環として「切山歌舞伎ワークショップ」を開 

催し、化粧、着付け、演技指導などを行い、後継者の育成に努めてい 

る。 

○公益財団法人美育文化協会 

美術教育の振興開発に関する諸活動を行い、もって教育文化の発展 

に寄与することを目的とする団体。世界児童画展（※）等を実施。 

※ 全国の幼稚園、小学校、中学校や海外各国の児童生徒作品を募 

集し、優秀な児童作品を全国各地にて巡回展覧し、美育教育・文 

化の振興を図った。 

（取組） 

①下松市文化協会の活動支援 

第60回下松市民邦楽祭の開催にあたり、大ホールを無償で貸与し、

新型コロナウイルス感染防止対策を講じるため、入場整理等の運営に

係る業務の協力をした。 

・参加者 100人 

②下松市吹奏楽団の活動支援 

週2回、練習場としてリハーサル室を無償で貸与した。 

③切山歌舞伎保存会の活動支援 

   当初、10月に島田人形浄瑠璃芝居との共演による公演の開催を予定

していたが、新型コロナウイルス感染症流行の影響により、本番に向

けた十分な稽古ができないことと、感染拡大防止の観点から次年度に

延期した。 
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④公益財団法人美育文化協会の活動支援 

第50回世界児童画展山口県展の開催にあたり、展示ホールを無償 

  で貸与し、展示に係る準備等の協力をした。 

・応募作品数 国内45,859点、海外33,599点、計79,458点 

・展示数等 入選作品等 県内279点、他県5点、海外31点 

・展示作品数 合計315点  

・参加者 990人 

  

（３）芸術家（作家）活動支援事業 

【事業内容】 

市内で活躍する芸術家（作家）の中から、日頃の創作活動の成果を発 

表することを希望する者を募集し、個展の開催経費の一部を助成すると 

ともに、展示会開催準備に係る支援をした。 

【募集方法】 

募集要項をホームページに掲載するとともに、印刷物を市内公共施設 

等に配布した。 

・募集期間 令和元年12月1日から令和2年3月31日まで 

【対象者】 

下松市在住又は市内で活動する芸術家（作家）で、かつ県美展及び国 

内外の有名な展覧会（国展、日展、二科展）にて受賞歴があり、作品の 

展示を希望する者。共同で応募する場合は3名までとし、うち1名は必ず 

市内在住であること。 

【選考方法】 

すべての応募について有識者からなる選考委員会に諮り、選考基準に 

則り支援をする芸術家（作家）を決定した。 

（取組） 

支援する芸術家（作家）を募集し、本年度の助成者に「デジタルアー

ト版画作家 小林功於さん」を選考したが、新型コロナウイルス感染拡

大防止の観点から助成者と協議の結果、次年度に延期した。 

 

（４）施設貸与 

【事業内容】 

地域の学校及び幼稚園等の音楽・文化活動及び文化協会をはじめとす 

る地域の文化活動団体による発表の場として施設を貸与することによ 

り、地域文化の振興に寄与した。また、当財団が施設を利用し主催公演 

等を行うことで、市民に常時文化の鑑賞の機会を提供した。 

【対象者】一般 
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【周知方法】 

ホームページへの掲載及びパンフレット配布（設置先：下松市内公民 

館、県内文化施設等の約40箇所） 

【施設説明】 

大ホール(1,007席）1、展示ホール(360平方メートル、300人収容）1、

リハーサル室（217平方メートル、80人収容）1、練習室（39平方メート

ル、6人収容）1、会議室1（100平方メートル、50人収容）、会議室2 

（100平方メートル、50人収容）、会議室3（76平方メートル、40人収 

容）、会議室4（50平方メートル、18人収容）、会議室5（32平方メートル、 

9人収容）、和室1（20畳、20人収容）、和室2（6畳、6人収容）  

※新型コロナウイルス感染予防対策として、各施設定員の50％での利用

貸出とした。 

（取組） 

地域住民等の文化活動の場を提供するため、大ホール、展示ホール、 

リハーサル室、練習室、会議室、和室を貸与し、利用料金を徴収した。 

〇利用件数及び利用料 

・当財団の利用件数 18件、利用料 1,143,320円 

・地域の文化活動等の利用件数 397件、利用料 5,819,270円 

〇利用団体等 

ア 大ホール・展示ホール 

下松市文化協会詩吟連盟の発表会、学校法人四恩学園・認定こども 

園末光幼稚園・旭ヶ丘幼稚園園児の生活発表会、降松星太鼓保存会 

の練習、下松吹奏楽協会の吹奏楽のつどい、下松中学校・末武中学 

校・下松高等学校・下松工業高等学校・徳山商工高等学校吹奏楽部 

の定期演奏会、特定非営利活動法人NOBORDERのダンス発表会等 

イ リハーサル室、練習室、会議室、和室 

ケイズバレエアート、下松市吹奏楽団、下松女声合唱団、中央ダン 

ス同好会、末武ダンスサークル、さくらDC、グループ楓水彩画教室、 

周南山の会俳句会等 

 

（５）その他 

文化事業を効果的に推進するため、あらゆるメディアや会員情報誌

「Pia Mail」、ホームページ等を利用し、積極的に情報を発信した。ま 

た文化事業への参加者の増加と財団事業を円滑に運営するため、財団会 

員を募集し、本年度は、合計1,403人の会員数と総額1,849,000円の会費 

収入を得た。会員制度をより充実したものにするため、会員特約施設と 

の連携を図り、サービスの向上に努めた。  
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２．収益目的事業  

（１）文化施設貸与事業 

【事業内容】 

文化施設の効率的な管理運営を図るため、公益目的以外で地域の団体 

及び個人等へ施設を貸与した。 

【対象者】一般 

【周知方法】 

ホームページへの掲載及びパンフレット配布（設置先：下松市内公民 

館、県内文化施設等の約40箇所） 

（取組） 

大ホール、展示ホール、リハーサル室、練習室、会議室、和室を貸与 

し、利用料金を徴収した。 

○利用件数及び利用料 利用件数 688件、利用料 4,691,040円 

○貸与先等 

ア 大ホール、展示ホール 

下松市健康福祉部健康長寿推進大会、下松市教育委員会人権を考え 

るつどい、下松市社会福祉協議会大会、下松市スポーツ協会講演会、 

山口県漁業組合周南統括支店講習会、徳山公共職業安定所合同就職 

面接会、ジャザサイズ等 

イ リハーサル室、練習室、会議室、和室 

大木産業株式会社西中国支社、住友不動産株式会社、株式会社ワー 

ルドインテック、日総工産株式会社、一般社団法人下松医師会、公 

益社団法人全国珠算教育連盟、東進衛星予備校、センタリングヨガ、 

サークルFIT等 

 

（２）会員のつどい事業及び共催事業 

【事業内容】   

会員のつどい及び地域団体と文化に関する共催事業を実施すること 

により、会員の親睦及び交流を図るとともに、地域住民へ鑑賞の機会を 

提供し、地域文化芸術の振興に寄与した。 

①会員のつどいの開催 

②地域団体との共催事業の開催 

【対象】スターピアくだまつ会員、中小企業勤労福祉協議会加入者 

【周知方法】印刷物及びホームページ等 

（取組） 

 ①会員のつどい 

会員のための文化事業を開催し、無料招待を行い鑑賞の機会を提供 
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した。 

・期日 令和3年3月28日 

・内容 華やかなピアノ三重奏の調べ 椿三重奏団 

・参加者 360人 

 ②下松市中小企業勤労福祉協議会との共催事業 

   当初、11月に「中小企業勤労者フェスタ」を開催する予定であった 

が、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から下松市中小企業勤労 

福祉協議会との協議の結果、中止した。 

 

（３）物品販売等事業 

【事業内容】 

施設利用者の利便のためのチケット及び物品販売等の手数料を徴収 

した。 

（取組） 

・他団体のチケットを販売し、売上額の5～10パーセントを手数料と 

して徴収した。 

・CD、グッズ等の物品販売手数料の徴収(売上額の5パーセント) 

・自動販売機売上手数料の徴収(売上額の20パーセント) 

・物品販売等の収入額：464,975円 

 

３．その他 

（１）施設の改修・整備 

市民の皆様に安心で安全に施設をご利用いただけるよう、施設及び設

備面における定期的な補修等を行った。 

本年度においては、次のとおり改修・整備を行った。 

ア 冷温水発生器 2 号機オーバーホール 

イ 展示ホール床昇降機構ユニバーサルジョイント不良部分の一部 

交換 

ウ 舞台用平台補修 

エ 照明卓レギュレータースイッチ交換 

オ 医師会電力計交換 

カ クーリングタワー給水配管補修 

キ 展示ホールスタインウェイピアノ鍵盤蓋の塗装 

 

（２）施設の利用状況 

本年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響による約 2ヶ月間の休 

館やイベントの自粛の他、新しい生活様式に則した施設の利用制限（各 
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施設定員の 50％利用）等により、前年度からさらに利用率及び利用料 

収入が低下した。 

 新型コロナウイルス感染拡大防止を理由とする利用取消件数は 294 

件、全額還付件数は 161件、還付金額は 2,128,250円であった。 

利用者数は延べ 70,929 人（前年度比 43.5％）、利用料収入は

11,653,630円（前年度比 51.3％）、利用件数 1,355 件（前年度比 64.5％）

であった。 

利用率は、大ホールが 51.1％で例年と比べると約 30％減、展示ホー

ルは 60.3％で例年より約 5％増加した。リハーサル室は 81.1％で、約 5％

減、例年約 90％の高い利用率を保持していた練習室は 33.3％で過去最

低の利用率となった。会議室 5室の内、会議室 1は 51％でほぼ例年並み、

他の会議室は例年より 15～20％減少した。和室 1 は 28.1％で例年より

約 13％減、和室 2 は 3.9％で例年より 24％低い利用率となった。 

次に、利用者の利便性及び利用率向上を図るため、平成 29 年に新設

した展示ホールの練習利用について、本年度の利用件数は 85 件（前年

度 19 件）であった。フィットネス団体の定期利用やコンテストへの応

募目的で楽器演奏の動画撮影会場として利用する等、利用の多様化が見

られ、利用率の向上に繋がった。 

 

（３）運営改善 

 会場利用料及びチケットの支払い方法について、消費市場において急

速にサービス規模が拡大し、普及しているキャッシュレス決済の導入に

向けた研究を行った。 

  

（４）防災対策 

下松市文化健康センター内において、定期的に防災会議を開き、防災 

・危機管理マニュアルの整備や防災訓練を計画実施した。防災訓練につ 

いては、保健センターと共同でホール来場者の避難誘導訓練や消火器訓 

練を実施した。この他、利用者の防災意識を高めるため、災害時の対応 

について催物の打合せの際に説明をする等の啓発活動を行い、緊急時に 

対応できる体制づくりに努めた。 

 

（５）職員研修 

コロナ禍の中での文化会館の利用に不安を感じられる方が多い中、安

全で安心に利用ができる環境を整備するため、新型コロナウイルス感染

予防のためのガイドラインを作成し、これを基に窓口での対応やイベン

ト運営における対応方法等、利用者に確実丁寧な説明ができるよう研修
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を実施した。また、職員が行う施設利用後の消毒作業について、適切で

効果的な方法となるよう研修を実施した。 
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参考資料 3-（1） 

令和２年度自主事業（ホール事業）一覧 

開催日 事 業 名 会 場 
入場 

者数 
事 業 内 容 

9/11(金) 

～15(火) 

第 50回世界児童画展 

山口県展 
展示ホール 990 

国内及び海外 36ヵ国から応募された子供

達の絵画作品約 8万点の内、入選等の作

品 315点を展示。 

{(公財)美育文化協会との共催}  

11/22(日) 
Hello!Project2020 

～The Ballad～（2回公演） 
大ホール 430 

Hello Project 2020全国ツアー。6名の

アイドルがポップス曲を披露。 

（キャンディープロモーションとの共催） 

1/15(金) 

～17(日) 

第 28 回 

スタインウェイを弾く会 
大ホール 160 

開館当初から継続している大ホールのス

タインウェイピアノを一般開放し自由に

弾いていただく会を開催。（参加者 79名） 

3/13(土) 
森永康夫ピアノリサイタル 
～第 4回ふるさとコンサート～ 

展示ホール 120 

下松市出身のピアニスト「森永康夫」の

ピアノリサイタルを実施。2部ではチェ

リスト「Yuran」と共演。 

（森永康夫ピアノリサイタル実行委員会

との共催） 

3/14(日) 

Viva!!Classic♪ 

～ヴァイオリン弾きと 

仲間たちからの贈り物～ 

特別公演 

大ホール 400 

下松市在住のヴァイオリニスト「上土居

宏予」とジャパン・チェムバー・フィルハ

ーモニー管弦楽団との共演によるクラシッ

クコンサートを実施。 

（Viva!!Classic♪特別公演実行委員会

との共催） 

3/28(日) 

令和 2年度会員のつどい 

華やかなピアノ三重奏の調べ 

椿三重奏団 
※8/30（日）の振替公演 

大ホール 360 
人気と実力を兼ね備えた「椿三重奏団」

によるクラシックコンサートを実施。 

（スターピア会員ご招待） 

3/30(火) 

文化ジョイント 2020 

第 60回下松市民邦楽祭 

※5/24(日)の振替公演 

大ホール 100 
下松市文化協会邦楽連盟所属の会員 12名

による琴の発表会を実施。 

（下松市文化協会との共催） 

年 間 ハート・フロアー事業 
ハート・ 

フロアー 
500 

フロアーコンサートは、新型コロナウイル

ス感染拡大により中止。展示部門のみ実

施。（別紙記載） 

年 間 ソーシャルディスタンス事業 大ホール 220 

新型コロナウイルス感染予防策を講じ、新

しい生活様式に則したコンサートを実施。 

（別紙記載） 

年 間 文化芸術ワークショップ 
ハート・ 

フロアー 
- 新型コロナウイルス感染拡大により中止。 

年 間 アウトリーチ事業 － - 新型コロナウイルス感染拡大により中止。 
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【開催を中止した公演】 ※→は年度内に振替公演を予定していたが中止した公演日 

・4/29(水・祝)→11/7(土)『松山千春コンサートツアー2020「思い出」』 

・5/16(土)       『倭-YAMATO-日本ツアー2020山口公演』 

・5/24(日)       『JAM Project LIVE 2020』 

・6/26(金)       『宝くじ文化公演 森公美子コンサート～カモナ・マイ・ドリーム～』 

・7/4(土)→1/30(日)   『室内楽のひととき inスターピア シリーズ V～シューマン亡き後のブラームス』 

・7/5(日)→2/21(日)    『八神純子 Liveキミの街へ～Here We Go!』 

・7/11(土)→2/27(土）   『林部智史 CONCERT TOUR 2020』 

・7/18(土)              『第５回親子で楽しむジャズコンサート』 

・8/23(日）             『スターピアくだまつバックステージツアー』 

・9/5(土)        『the XAVYELLS Live』 

・9/13(日)       『MIKKO 10th Anniversary Live』 

・11/14(土)             『吹ダン！フェスティバル inスターピア vol.3』 

・11/23(月・祝）        『第 20回 下松市中小企業勤労者フェスタ』 

・11/26(木)             『青少年育成事業 劇団四季 こころの劇場』 

・12/23(日）            『KRY クリスマスこどもフェスタ 2020』 

 

【次年度へ開催を延期した公演】 

・5/17(日)  『増田いずみ 子育て家族のための HAPPYモーツァルト』 

・9月下旬   『令和 2年度 芸術家(作家)活動支援事業』 

・10/25(日)  『伝統をつなぐ-島田人形浄瑠璃芝居、切山歌舞伎の共演』 

・10/27(火)  『キエフ・クラシック・バレエ チャイコフスキー 夢の 3大バレエ』 

・11/8(日)   『劇団四季 The Bridge～歌の架け橋～』 

・11/28(土） 『0才からのジャズコンサート』 

・2/14(日）  『柏木広樹＆光田健一“二人旅”アルバム「MAJESTIC」リリース記念ライブ』 

開催日 事 業 名 会 場 
入場 

者数 
事 業 内 容 

年 間 下松市吹奏楽団支援 
リハー 

サル室 
- 

吹奏楽のまち支援事業の一環として、練

習場（リハーサル室）の会場費を援助。 

年 間 
会員情報誌  

Pia Mail 発刊 
  会員情報誌の発刊 
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参考資料 3－(2) 

令和２年度自主事業（ハート･フロアー事業） 

開催日 事 業 名 
来場 

者数 
事 業 内 容 

6/27(土)    

～7/7(火) 

子ども達の短冊による 

七夕飾り（展示） 
300 

花岡保育園、潮音保育園、あおば保育園の

年中以上の園児 220 名による手作りの短

冊を展示。 

12/12(土) 

 ～25(金) 

子ども達のハンドペイントに 

よるクリスマス飾り（展示） 
200 

愛隣幼児学園、平田保育園の 3歳以上の園

児 133 名によるクリスマスをテーマにし

たハンドペイント作品を展示。 

 

参考資料 3－(3) 

令和２年度自主事業（ソーシャルディスタンス事業） 

開催日 事 業 名 会 場 
入場

者数 
事 業 内 容 

11/29(日) 
心で歌って心でつながる 

ソーシャルディスタンスコンサート 

ハートフル💛コンサート 

大ホール 120 

市内を中心に活動する和太鼓集団

が、しの笛や神楽鈴の音色に合わせ

和太鼓を演奏。 

出演/降松星太鼓保存会 

1/11 

(月・祝) 

心で歌って心でつながる 
ソーシャルディスタンスコンサート 

ハートフル💛コンサート 

箏のしらべ 

大ホール 100 

市内を中心に活動する邦楽グループ

による箏とフルートのコンサート。 

出演/邦楽アンサンブル「結」の会 

  フルート：田谷郁子 

 

 

 

自主事業入場者数 

 

 
大ホール 展示ホール 

ハート・ 

フロアー 
合 計 

自主事業 

入場者数 
1,670 1,110 500 3,280 
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年　度
種　別

266 246 236 229 324 320 297 253 260 221

件　数 394 364 350 324 363 330 319 284 252 215

人　数 1,532 1,388 1,333 1,279 1,393 1,277 1,253 1,077 969 814

件　数 59 60 58 57 55 55 55 55 53 51

人　数 826 817 802 779 773 759 759 750 739 723

件　数 719 670 644 610 742 705 671 592 565 487

人　数 2,624 2,451 2,371 2,287 2,490 2,356 2,309 2,080 1,968 1,758

年　度
種　別

222 248 242 256 210 201 367 239

件　数 195 208 205 206 182 175 239 168

人　数 730 753 736 745 660 622 844 586

件　数 51 50 50 47 46 45 45 44

人　数 713 699 681 653 638 626 635 578

件　数 468 506 497 509 438 421 651 451

人　数 1,665 1,700 1,659 1,654 1,508 1,449 1,846 1,403
合計

合計

24年度22年度17年度

個　　人

30年度 R1年度

15年度

R2年度

団体

16年度

　参考資料４

　　会員の推移

18年度 20年度

家族

25年度 26年度 27年度 28年度

21年度 23年度19年度

29年度

家族

団体

個　　人

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

団体

家族

個人

（人）
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役　職 氏　　　　名 就　任　年　月　日 任　期

理事長 原  田　雄  次 令和2年4月23日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

副理事長 福　永　　　學 令和元年6月24日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

常務理事 坂  田  祐  次 令和元年6月24日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

理　　事 弘　中　伸　寬 令和元年6月24日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

理　　事 濱　安　　　崇 令和元年6月24日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

理　　事 清　光　隼　人 令和元年6月24日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

理　　事 原　猛 令和元年12月10日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

理　　事 水  津  裕  司 令和元年6月24日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

理　　事 溝　江　利　之 令和元年6月24日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

理　　事 玉　川　良　雄 令和元年12月10日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

理　　事 杉　田　昌　士 令和元年6月24日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

理　　事 山　下　竜　登 令和元年6月24日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

理　　事 三奈木  悦  子 令和元年6月24日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

理　　事 田　村　惠　代 令和元年6月24日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

監　　事 弘　中　美　光 令和元年6月24日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

監　　事 玉　井　哲　郎 令和元年6月24日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

役　職 氏　　　　名 就　任　年　月　日 任　期

評　議　員 近  藤　桂志郎 平成29年6月19日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

評　議　員 井　川　明　美 平成29年6月19日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

評　議　員 中　林　恵　次 平成29年6月19日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

評　議　員 後　　　蓉　子 平成29年6月19日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

評　議　員 中　村　謙　一 平成29年6月19日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

評　議　員 安  野  政  行 平成29年6月19日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

評　議　員 市　川　正　紀 平成29年6月19日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

評　議　員 金　織　俊　弘 平成29年6月19日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

評　議　員 藤　田　素　子 平成29年6月19日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

評　議　員 白　木　靖　子 平成29年6月19日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

Ⅲ．庶務事項

　　１．組　織

　　（２）　評議員　（令和3年3月31日現在）

　　（１）　理事及び監事　（令和3年3月31日現在）

※令和2年4月23日まで理事長不在につき、福永學副理事長が理事長業務を代行。
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（３）事務局

事務局長 （１）

事務局次長 （１）

管理係長 事業係長 技術係長（次長兼務）

　　　　　　　（１）

管理係 事業係 技術係

主任（正規職員） （技術係兼務） （１）

嘱託・臨時職員 （2） （１） （事業係兼務）

（令和3年3月31日現在）

　　　　　　　　（１） 　　

＊職員総数は、8名。

　　　　　　　

　　　　　　　

- 20 -



会議の名称 開催年月日

規程について

令和3年
3月4日（木）

　令和2年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第34条

・令和元年度事業報告について

事項について

・公益財団法人下松市文化振興財団職員の給与に関する規程の一

・令和2年度第2回臨時評議員会の日時及び場所並びに目的である

予算並びに資金調達及び設備投資の見込みについて

・令和元年度決算報告について

・令和2年度定時評議員会の日時及び場所並びに目的である事項

ていない。

・令和3年度公益財団法人下松市文化振興財団事業計画及び収支

・理事長、副理事長及び常務理事の職務執行状況の報告について

　２．評議員会等の開催状況について

第1回定時理事会
令和2年
6月5日(金)

第3項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので作成し

Ⅳ．附属明細書について

・公益財団法人下松市文化振興財団再雇用規程の一部を改正する

・専決処分した公益財団法人下松市文化振興財団職員の給与に関

主な議決事項等

部を改正する規程について

第2回
臨時評議員会

令和3年
3月15日(月)

・令和3年度公益財団法人下松市文化振興財団事業計画及び収支

予算並びに資金調達及び設備投資の見込みについて

する規程の一部を改正する規程の承認について

第1回
臨時評議員会

みなし決議理事会

第2回定時理事会

・理事長、副理事長及び常務理事の職務執行状況の報告について

・理事の選任について

令和2年
4月10日(金）

について

定時評議員会
令和2年
6月22日(月)

・令和元年度事業報告について

・令和元年度決算報告について

・令和2年度第1回臨時評議員会の日時及び場所並びに目的である

事項について

令和2年
4月23日（木）

臨時理事会
令和2年
4月23日(木）

・理事長の選定について
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科　　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　減

Ⅰ　資産の部

　１．流動資産

　　　　　  現金預金 31,072,285 24,107,096 6,965,189

　　　      未収金 51,039 50,759 280

　　　      前払金 660 66,605 △ 65,945

　　　　　  仮払金 66,000 0 66,000

　 　　　流動資産合計 31,189,984 24,224,460 6,965,524

　２．固定資産

　　（1) 基本財産

　　　　　　定期預金 100,000,000 100,000,000 0

　　　　 基本財産合計 100,000,000 100,000,000 0

　　（2）特定資産

　　　　　　退職給付引当資産 45,161,708 42,533,898 2,627,810

　　　　　　自主事業調整積立金 15,000,000 15,000,000 0

　　　　　　財政調整基金 10,809,290 10,809,290 0

　　　　 特定資産合計 70,970,998 68,343,188 2,627,810

　　（3）その他の固定資産

　　　　　　車輌運搬具 1,548,048 2 1,548,046

　　　　　　備品 13 20 △ 7

　　　　　　リサイクル預託金 9,720 0 9,720

　　　　　その他の固定資産合計 1,557,781 22 1,557,759

　　　　　固定資産合計 172,528,779 168,343,210 4,185,569

　　　　　資産合計 203,718,763 192,567,670 11,151,093

Ⅱ　負債の部

　１.　流動負債

　　　       未払金 28,167,770 17,352,238 10,815,532

　　　       未払法人税等 118,900 119,600 △ 700

　　　　　   前受金 3,197,130 2,911,150 285,980

　　　　　   預り金 954,143 3,531,672 △ 2,577,529

　　　　　流動負債合計 32,437,943 23,914,660 8,523,283

　２.　固定負債

　　　　　　 退職給付引当金 45,161,708 42,533,898 2,627,810

　　　　　固定負債合計 45,161,708 42,533,898 2,627,810

　　　　　負債合計 77,599,651 66,448,558 11,151,093

Ⅲ　正味財産の部

　１.　指定正味財産

　　　　　指定正味財産合計 100,000,000 100,000,000 0

　２.　一般正味財産

　　　　　一般正味財産合計 26,119,112 26,119,112 0

　　　　　正味財産合計 126,119,112 126,119,112 0

　　　　　負債及び正味財産合計 203,718,763 192,567,670 11,151,093

　貸借対照表

  (単位：円)
令和３年３月３１日現在
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科　　　　　目
公益目的
事業会計

収益事業等
会　　計

法人会計
内部取引

消去
合　　計

Ⅰ　資産の部
　１．流動資産
　　　　　  現金預金 25,450,251 4,609,984 1,012,050 0 31,072,285
　　　      未収金 14,005 23,164 13,870 0 51,039
　　　      前払金 660 0 0 0 660
   　　　 　仮払金 52,800 8,778 4,422 0 66,000
　 　　　流動資産合計 25,517,716 4,641,926 1,030,342 0 31,189,984
　２．固定資産
　　（1) 基本財産
　　　　　　定期預金 100,000,000 0 0 0 100,000,000
　　　　 基本財産合計 100,000,000 0 0 0 100,000,000
　　（2）特定資産
　　　　　　退職給付引当資産 36,129,366 6,322,639 2,709,703 0 45,161,708
　　　　　　自主事業調整積立金 0 0 15,000,000 0 15,000,000
　　　　　　財政調整基金 0 0 10,809,290 0 10,809,290
　　　　 特定資産合計 36,129,366 6,322,639 28,518,993 0 70,970,998
　　（3）その他の固定資産
　　　　　　車輌運搬具 1,238,438 154,805 154,805 0 1,548,048
　　　　　　備品 10 3 0 0 13
　　　　　　リサイクル預託金 7,776 972 972 0 9,720
　　　　　その他の固定資産合計 1,246,224 155,780 155,777 0 1,557,781
　　　　　固定資産合計 137,375,590 6,478,419 28,674,770 0 172,528,779
　　　　　資産合計 162,893,306 11,120,345 29,705,112 0 203,718,763
Ⅱ　負債の部
　１.　流動負債
　　　       未払金 24,048,218 3,156,612 962,940 0 28,167,770
　　　       未払法人税等 0 118,900 0 0 118,900
　　　　　   前受金 2,277,850 919,280 0 0 3,197,130
　　　　　   預り金 412,445 501,029 40,669 0 954,143

　　　　　流動負債合計 26,738,513 4,695,821 1,003,609 0 32,437,943

　２.　固定負債
　　　　　　 退職給付引当金 36,129,366 6,322,639 2,709,703 0 45,161,708
　　　　　固定負債合計 36,129,366 6,322,639 2,709,703 0 45,161,708

　　　　　負債合計 62,867,879 11,018,460 3,713,312 0 77,599,651
Ⅲ　正味財産の部
　１.　指定正味財産
　　　　　指定正味財産合計 100,000,000 0 0 0 100,000,000

　２.　一般正味財産
　　　　　一般正味財産合計 25,427 101,885 25,991,800 0 26,119,112

　　　　　正味財産合計 100,025,427 101,885 25,991,800 0 126,119,112
　　　　　負債及び正味財産合計 162,893,306 11,120,345 29,705,112 0 203,718,763

　貸借対照表内訳表

令和３年３月３１日現在
(単位：円)
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科　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　（１）経常収益

　　　　 基本財産運用益 5,994 9,998 △ 4,004

　　　　 会費収益 1,849,000 2,403,500 △ 554,500

　　　　 事業収益 118,117,553 127,259,102 △ 9,141,549

　　　　　　文化事業入場料 0 187,000 △ 187,000

　　　　　　管理運営受託料 115,247,672 115,072,102 175,570

　　　　　　文化事業受託料 2,869,881 12,000,000 △ 9,130,119

　　　　 利用料収益 11,653,630 22,716,700 △ 11,063,070

　　　　 受取補助金等 432,782 0 432,782

　　　　　下松市新型コロナウイルス対策補助金 432,782 0 432,782

　　　　 雑収益 471,834 1,511,003 △ 1,039,169

　　　　　  受取利息 6,859 6,581 278

　　　　　　販売手数料 49,085 894,800 △ 845,715

　　　　　　その他雑収入 415,890 609,622 △ 193,732

　　　経常収益計 132,530,793 153,900,303 △ 21,369,510

　（２）経常費用

　　　 事業費 117,700,045 137,467,984 △ 19,767,939

　　　　　役員報酬 1,528,000 1,088,000 440,000

　　　　　給  料 18,336,120 18,112,920 223,200

　　　　　職員手当 11,207,513 11,565,842 △ 358,329

　　　　　福利厚生費 5,987,106 5,769,264 217,842

　　　　　嘱託･臨時雇賃金 5,138,600 4,966,097 172,503

　　　　　消耗品費 988,211 2,046,760 △ 1,058,549

　　　　　消耗什器備品費 34,800 291,860 △ 257,060

　　　　　食糧費 10,972 40,546 △ 29,574

　　　　　燃料費 35,660 49,912 △ 14,252

　　　　　印刷製本費 1,443,772 2,363,320 △ 919,548

　　　　　光熱水料費 14,162,795 17,224,428 △ 3,061,633

　　　　　修繕費 916,845 3,005,592 △ 2,088,747

　　　　　通信運搬費 1,038,900 1,089,886 △ 50,986

　　　　　宣伝広告費 330,000 216,000 114,000

　　　　　保険料 203,873 166,487 37,386

　　　　　手数料 51,267 56,906 △ 5,639

　　　　　委託料 40,464,944 49,663,800 △ 9,198,856

　　　　　賃借料 5,808,942 8,197,734 △ 2,388,792

　　　　　雑費 314,530 273,902 40,628

　　　　　支払負担金・補助金 2,427,088 3,506,502 △ 1,079,414

　　　　　租税公課費 4,739,265 5,283,615 △ 544,350

　　　　　退職給付費用 2,470,141 2,488,611 △ 18,470

　　　　　減価償却費 60,701 0 60,701

正味財産増減計算書

令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで

（単位：円）
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科　　目 当年度 前年度 増　減

　　　管理費 15,119,133 16,309,119 △ 1,189,986

　　　　　役員報酬 649,900 638,600 11,300

　　　　　給  料 1,275,480 1,261,080 14,400

　　　　　職員手当 804,827 608,729 196,098

　　　　　福利厚生費 363,713 334,255 29,458

　　　　　嘱託･臨時雇賃金 175,360 168,893 6,467

          旅費交通費 0 2,880 △ 2,880

　　　　　消耗品費 300,839 403,891 △ 103,052

　　　　　燃料費 3,962 5,546 △ 1,584

　　　　　印刷製本費 195,865 228,642 △ 32,777

　　　　　光熱水料費 3,198,852 3,858,056 △ 659,204

　　　　　修繕費 65,840 215,836 △ 149,996

　　　　　通信運搬費 52,332 53,590 △ 1,258

　　　　　宣伝広告費 23,000 32,800 △ 9,800

　　　　　保険料 11,967 7,813 4,154

　　　　　手数料 330,000 329,082 918

　　　　　委託料 5,928,839 6,070,208 △ 141,369

　　　　　賃借料 357,370 352,942 4,428

　　　　　支払負担金・補助金 967,138 1,299,343 △ 332,205

　　　　　租税公課費 249,435 278,085 △ 28,650

　　　　　退職給付費用 157,669 158,848 △ 1,179

　　　　　減価償却費 6,745 0 6,745

　　　経常費用計 132,819,178 153,777,103 △ 20,957,925

        評価損益等調整前当期経常増減額 △ 288,385 123,200 △ 411,585

　　　　評価損益等計 0 0 0

　　　　当期経常増減額 △ 288,385 123,200 △ 411,585

　２．経常外増減の部

　　（１）経常外収益

　　　　　固定資産売却益 407,692 0 407,692

　　　   経常外収益計 407,692 0 407,692

　　（２）経常外費用

　　　　　固定資産除却損 7 0 7

　　　   経常外費用計 7 0 7

　　　　　当期経常外増減額 407,685 0 407,685

　　　　　税引前当期一般正味財産増減額 119,300 123,200 △ 3,900

　　　　　法人税、住民税及び事業税 119,300 123,200 △ 3,900

　　　　　当期一般正味財産増減額 0 0 0

　　　　　一般正味財産期首残高 26,119,112 26,119,112 0

　　　　　一般正味財産期末残高 26,119,112 26,119,112 0

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0

　　　　　指定正味財産期首残高 100,000,000 100,000,000 0

　　　　　指定正味財産期末残高 100,000,000 100,000,000 0

Ⅲ　正味財産期末残高 126,119,112 126,119,112 0

（単位：円）
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科　　目 公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計 内部取引消去 合　計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　（１）経常収益

　　　　基本財産運用益 5,994 0 0 5,994

　　　　会費収益 637,000 1,212,000 0 1,849,000

　　　　事業収益 91,021,380 12,020,659 15,075,514 0 118,117,553

　　　　　　文化事業入場料 0 0 0 0

　　　　　　管理運営受託料 88,151,499 12,020,659 15,075,514 115,247,672

　　　　　　文化事業受託料 2,869,881 0 0 2,869,881

　　　　利用料収益 6,962,590 4,691,040 0 11,653,630

　　　　受取補助金等 259,669 173,113 0 0 432,782

　　　　　下松市新型コロナウイルス対策補助金 259,669 173,113 0 432,782

　　　　雑収益 3,412 465,572 2,850 0 471,834

　　　　　  受取利息 3,412 597 2,850 6,859

　　　　　　販売手数料 0 49,085 0 49,085

　　　　　　その他雑収入 0 415,890 0 415,890

　　　経常収益計 98,890,045 18,562,384 15,078,364 0 132,530,793

　（２）経常費用

　　　 事業費 100,078,681 17,621,364 0 0 117,700,045

　　　　　役員報酬 1,337,000 191,000 1,528,000

　　　　　給  料 15,553,320 2,782,800 18,336,120

　　　　　職員手当 9,609,872 1,597,641 11,207,513

　　　　　福利厚生費 5,128,433 858,673 5,987,106

　　　　　嘱託･臨時雇賃金 4,431,843 706,757 5,138,600

　　　　　消耗品費 635,447 352,764 988,211

　　　　　消耗什器備品費 29,580 5,220 34,800

　　　　　食糧費 0 10,972 10,972

　　　　　燃料費 31,698 3,962 35,660

　　　　　印刷製本費 1,311,772 132,000 1,443,772

　　　　　光熱水料費 12,143,876 2,018,919 14,162,795

　　　　　修繕費 786,148 130,697 916,845

　　　　　通信運搬費 945,628 93,272 1,038,900

　　　　　宣伝広告費 330,000 0 330,000

　　　　　保険料 153,438 50,435 203,873

　　　　　手数料 15,338 35,929 51,267

　　　　　委託料 33,994,774 6,470,170 40,464,944

　　　　　賃借料 5,053,410 755,532 5,808,942

　　　　　雑費 209,175 105,355 314,530

　　　　　支払負担金・補助金 2,081,104 345,984 2,427,088

　　　　　租税公課費 4,140,621 598,644 4,739,265

　　　　　退職給付費用 2,102,248 367,893 2,470,141

　　　　　減価償却費 53,956 6,745 60,701

正味財産増減計算書内訳表

令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで

（単位：円）
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科　　目 公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計 内部取引消去 合　計

　　　 管理費 0 0 15,119,133 0 15,119,133

　　　　　役員報酬 649,900 649,900

　　　　　給  料 1,275,480 1,275,480

　　　　　職員手当 804,827 804,827

　　　　　福利厚生費 363,713 363,713

　　　　　嘱託･臨時雇賃金 175,360 175,360

　　　　　消耗品費 300,839 300,839

　　　　　燃料費 3,962 3,962

　　　　　印刷製本費 195,865 195,865

　　　　　光熱水料費 3,198,852 3,198,852

　　　　　修繕費 65,840 65,840

　　　　　通信運搬費 52,332 52,332

　　　　　宣伝広告費 23,000 23,000

　　　　　保険料 11,967 11,967

　　　　　手数料 330,000 330,000

　　　　　委託料 5,928,839 5,928,839

　　　　　賃借料 357,370 357,370

　　　　　支払負担金・補助金 967,138 967,138

　　　　　租税公課費 249,435 249,435

　　　　　退職給付費用 157,669 157,669

　　　　　減価償却費 6,745 6,745

　　　経常費用計 100,078,681 17,621,364 15,119,133 0 132,819,178

　　　評価損益等調整前当期経常増減額 △ 1,188,636 941,020 △ 40,769 0 △ 288,385

　　　評価損益等計 0 0 0 0 0

　　　　当期経常増減額 △ 1,188,636 941,020 △ 40,769 0 △ 288,385

　２．経常外増減の部

　　（１）経常外収益

　　　　　固定資産売却益 326,154 40,769 40,769 0 407,692

　　　   経常外収益計 326,154 40,769 40,769 0 407,692

　　（２）経常外費用

　　　　　固定資産除却損 6 1 0 0 7

　　　   経常外費用計 6 1 0 0 7

　　　　　当期経常外増減額 326,148 40,768 40,769 0 407,685

　　　    他会計振替額 862,488 △ 862,488 0 0 0

　　　　税引前当期一般正味財産増減額 0 119,300 0 0 119,300

　　法人税、住民税及び事業税 0 119,300 0 0 119,300

　　　　　当期一般正味財産増減額 0 0 0 0 0

　　　　　一般正味財産期首残高 25,427 101,885 25,991,800 0 26,119,112

　　　　　一般正味財産期末残高 25,427 101,885 25,991,800 0 26,119,112

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0

　　　　　指定正味財産期首残高 100,000,000 0 0 0 100,000,000

　　　　　指定正味財産期末残高 100,000,000 0 0 0 100,000,000

Ⅲ　正味財産期末残高 100,025,427 101,885 25,991,800 0 126,119,112

（単位：円）
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(単位：円)
科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産
　　定期預金 100,000,000 0 0 100,000,000

小　計 100,000,000 0 0 100,000,000
特定資産
　　退職給付引当資産 42,533,898 2,627,810 0 45,161,708
　　自主事業調整積立金 15,000,000 0 0 15,000,000
　　財政調整基金 10,809,290 0 0 10,809,290

小　計 68,343,188 2,627,810 0 70,970,998
合　計 168,343,188 2,627,810 0 170,970,998

(単位：円)

科　　目 当期末残高
うち指定正味財
産からの充当額

うち一般正味財
産からの充当額

うち負債に対応
する額

基本財産
　　定期預金 100,000,000 100,000,000 0 0

小　計 100,000,000 100,000,000 0 0
特定資産
　　退職給付引当資産 45,161,708 0 0 45,161,708
　　自主事業調整積立金 15,000,000 0 15,000,000 0
　　財政調整基金 10,809,290 0 10,809,290 0

小　計 70,970,998 0 25,809,290 45,161,708
合　計 170,970,998 100,000,000 25,809,290 45,161,708

(単位：円)
科　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高 備　考

　車輌運搬具 2,537,183 989,135 1,548,048
　備品 4,786,465 4,786,452 13
　ソフトウエア 590,625 590,625 0

合　計 7,914,273 6,366,212 1,548,061

　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

　２　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　　（３）消費税の会計処理
　　　　　消費税の会計処理は、税込み方式を採用している。

　３　基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　４　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

　　　　している。

財務諸表に対する注記

　１　重要な会計方針
　　（１）固定資産の減価償却の方法

　　（２）引当金の計上基準
　　　　　車輌運搬具、備品及びソフトウエアについて、定額法による減価償却を実施している。

　　　　　退職給付引当金について、職員の退職給付に備えるため、当期末における要支給額を計上
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補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上
の記載区分

下松市新型
コロナウイルス
対策補助金

下松市 0 432,782 432,782 0 一般正味財産

　５　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

　　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

（単位：円）
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　２　引当金の明細

(単位：円)

目的使用 その他

退職給付引当金 42,533,898 2,627,810 0 0 45,161,708

　 基本財産及び特定資産の明細は、「財務諸表に対する注記」の２．基本財産及び特定資産の

増減額及び残高に記載してあるため省略する。

　１　基本財産及び特定資産の明細

附　　属　　明　　細　　書

当期減少額
期首残高科　　目 当期増加額 期末残高
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場所・物量等 使用目的等 金　　　　　額

（流動資産）

現金預金

　小口現金 手許保管 運転資金として 462,594
　預金 山口銀行下松支店／普通預金 同上 1,146,496

東山口信用金庫栄町支店／普通預金 同上 29,463,195
ゆうちょ銀行／当座預金 同上 0

未収金 下松医師会他の未収金 光熱水料費等の未収分 51,039
前払金 会費手数料の前払金 翌年度事業費用の支払として 660
仮払金 オービックの仮払金 翌年度管理費用の支払として 66,000

31,189,984
（固定資産）

  基本財産

定期預金 山口銀行下松支店／定期預金 公益目的保有財産であり、 100,000,000
運用益を公益目的事業の財

源として使用している。

　特定資産

退職給付引当資産 東山口信用金庫栄町支店／定期預金 職員退職給付引当金見合の 45,161,708
引当資産として管理している。

自主事業調整積立金 東山口信用金庫栄町支店／定期預金 管理目的保有財産（100％） 15,000,000
財政調整基金 山口銀行下松支店／定期預金 同上 10,809,290

　その他の固定資産

車輌運搬具 2台 （共用財産） 1,548,048
うち公益目的保有財産（80％） 1,238,438
うち収益及び管理目的保有 309,610
財産（20％）

備品 レジスター他12件 （共用財産） 13
うち公益目的保有財産（80％） 10
うち収益目的保有財産（20％） 3

リサイクル預託金 普通自動車リサイクル預託金 （共用財産） 9,720
うち公益目的保有財産（80％） 7,776
うち収益及び管理目的保有 1,944
財産（20％）

172,528,779

203,718,763
（流動負債）

未払金 業務委託料等 公益目的事業等に関する負債 28,167,770
未払法人税等 法人税、住民税、事業税 収益目的事業に関する負債 118,900
前受金 施設利用料金・財団会費 公益目的事業及び収益目的 3,197,130

自主事業入場料 事業に使用する翌事業年

度の前受金である。

預り金 職員より預り金等 社会保険、所得税他 954,143

32,437,943
（固定負債）

退職給付引当金 職員に対するもの 公益目的事業等に従事 45,161,708
する職員の退職給付引当

金である。

45,161,708

77,599,651

126,119,112

　固定資産合計

　財 産 目 録
令和３年３月３１日現在

(単位：円)
貸借対照表科目

　流動資産合計

　　　資産合計

　流動負債合計

　固定負債合計

　　　負債合計

　　　正味財産
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